
　
学
界
の
発
展
の
た
め
に

理
事
長
　
永
　
由
　
徳
　
夫

　
理
事
長
三
期
目
を
迎
え
ま
し
た
永
由
徳
夫
と
申
し
ま
す
。
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
今
期

（
二
〇
二
六
年
四
月
～
二
〇
二
八
年
三
月
）
も
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
本
学
会
を
円
滑
に
運
営
し
て
ま
い
り
た
く
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
学
会
は
長
ら
く
「
研
究
発
表
」「
記
念
講
演
」「
会
員
書
作
展
」
を
三
鼎
と
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
の
活
動
状
況
に
鑑
み
、
こ
こ
に
「
研
修
」
を
加
え
、
運
営

の
四
天
柱
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
〇
一
八
年
、
創
立
六
十
周
年
企
画
と
し
て
当
時
の

横
田
恭
三
理
事
長
が
「
台
北
研
修
旅
行
」
を
牽
引
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
そ
の
後
、

国
内
外
の
研
修
旅
行
・
拓
本
鑑
賞
会
・
講
演
会
等
、
種
々
企
画
し
、
皆
様
に
有
意
義
な
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
本
学
会
の
活
動
の
要
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
助
勢
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
期
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
立
台
湾
藝
術
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
学
術
交
流
」
は

本
学
会
三
回
目
の
海
外
研
修
と
な
り
、
ま
た
、
本
学
会
初
と
な
る
宿
泊
を
伴
う
国
内
研
修

と
な
っ
た
會
津
八
一
・
諸
橋
轍
次
・
良
寛
ら
の
事
績
を
め
ぐ
る
「
新
潟
研
修
」
は
、
参
加

会
員
か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
今
期
に
お
き
ま
し
て
も
、
拓
本
鑑
賞
会
や
研
修
旅
行
を

企
画
立
案
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
皆
様
に
は
、

奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
期
は
、
先
期
に
策
定
し
た
「
長
期
会
員
優
遇
措
置
」「
若
手
会
員
の
た
め
の
研
究
発
表

旅
費
補
助
規
程
」「
学
会
賞
」
に
関
し
、
適
切
に
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
長
期
会
員
優
遇
措
置
」
の
適
用
（
会
費
納
入
の
免
除
）
を
受
け
て
い
る
会
員
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
会
参
加
・
書
作
展
出
品
等
を
通
じ
て
そ
の
学
識
や
技
量
を
披
露
い
た
だ
く
こ

と
で
、
ぜ
ひ
と
も
後
学
の
徒
の
道
標
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
く
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

「
若
手
会
員
の
た
め
の
研
究
発
表
旅
費
補
助
」
に
関
し
て
は
、
早
速
多
く
の
準
会
員
（
大
学

院
生
）
か
ら
研
究
発
表
エ
ン
ト
リ
ー
が
相
次
ぎ
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
理
事
会
の
発

議
に
よ
り
総
会
で
決
定
し
た
こ
れ
ら
の
諸
規
程
は
、
会
員
の
皆
様
の
活
用
に
よ
っ
て
こ
そ

真
に
意
味
を
持
つ
も
の
と
な
り
、
延
い
て
は
斯
界
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
第
六
十
八
回
大
会
は
、
武
蔵
野
大
学
（
西
東
京
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
武
蔵
野
大
学
・

廣
瀨
裕
之
先
生
よ
り
会
報
第
三
十
五
号
で
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
築
地
本
願
寺
境
内
の

武
蔵
野
大
学
創
立
百
周
年
記
念
碑
「
武
蔵
野
女
子
学
院
発
祥
の
地
」
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、

庵
治
石
（
香
川
県
高
松
市
産
出
）
に
廣
瀨
先
生
の
温
雅
な
書
風
が
相
俟
っ
た
燦
然
と
輝
く

マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
碑
石
に
、
武
蔵
野
大
会
の
盛
況
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
武
蔵
野
大
学
と
言
え
ば
、「
石
山
切
」
を
想
起
さ
れ
る
会
員
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
昭
和

四
年
、
西
本
願
寺
に
よ
る
女
子
宗
教
大
学
（
現
武
蔵
野
大
学
）
設
立
運
営
資
金
に
充
て
る

た
め
、
第
二
十
二
代
宗
主
・
鏡
如
（
大
谷
光
瑞
）
が
、
実
業
家
・
茶
人
の
益
田
鈍
翁
の
助

言
に
よ
り
、
同
寺
所
蔵
の
粘
葉
装
の
冊
子
本
「
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
」
の
中
で
も
ひ

と
き
わ
美
麗
な
「
伊
勢
集
」「
貫
之
集
下
」
を
裁
断
、「
石
山
切
」
と
命
名
さ
れ
た
両
帖
は
、

都
合
三
百
数
十
頁
を
三
十
二
組
に
分
け
、
一
組
約
十
枚
二
万
円
で
売
却
し
た
と
伝
え
ま
す
。

昭
和
四
年
は
、「
国
宝
保
存
法
」（
現
「
文
化
財
保
護
法
」
の
前
身
）
が
成
立
す
る
年
で
あ

り
、
同
寺
に
残
っ
た
「
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
」
は
六
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
筆
と
の
縁
も
深
い
武
蔵
野
大
学
に
お
い
て
、
大
会
記
念
講
演
で
は
、
日
本
書
道
史
・

古
筆
学
の
泰
斗
で
あ
ら
れ
る
古
谷
稔
先
生
（
東
京
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
）
に
講
師
を
ご

依
頼
い
た
し
ま
し
た
。
本
学
会
に
と
っ
て
満
を
持
し
て
の
招
聘
で
あ
り
、
皆
様
に
も
お
お

い
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
信
州
大
会
で
は
、
小
林
比
出
代
先
生
の
筆
紙
に
尽
く
し
難
き
熱
情
に
よ
り
、

優
美
に
し
て
壮
麗
な
信
州
手
鑑
「
み
す
ゞ
か
る
」
が
完
成
と
相
成
り
ま
し
た
が
、
こ
の
流

れ
を
承
け
て
武
蔵
野
大
会
で
も
折
帖
を
制
作
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
数
年
来
、
出
品
点
数
は

漸
加
傾
向
に
あ
り
、
七
十
点
に
迫
る
勢
い
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
の
一
つ
一
つ
が
学
界
の

発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
ご
理
解
い
た
だ
き
、
お
力
添
え
を
賜
れ
ま
す
と
幸
い
で
す
。
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全
国
大
学
書
道
学
会
・
第
六
十
八
回
大
会
を
、
東
京
都
内
の
武
蔵
野
の
地
で
開
催
で
き

ま
す
こ
と
を
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す 

。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

　
一
　
武
蔵
野
大
会
の
会
場 

―
武
蔵
野
大
学
教
育
学
部
の
所
在
地
―

　
武
蔵
野
大
会
の
会
場
と
な
る
武
蔵
野
大
学
教
育
学
部
は
、
本
学
の
「
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ

ス
」
に
あ
り
ま
す
。
最
寄
駅
は
い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
で
下
車
し
て
、

北
口
バ
ス
③
番
乗
り
場
か
ら
「
武
蔵
境
駅
」
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
、「
武
蔵
野
大
学
」
で
降

り
る
の
が
一
番
便
利
で
す
。
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
前
に
到
着
し
ま
す
。（
三
鷹
駅
か
ら
普

段
の
授
業
日
に
は
、「
武
蔵
野
大
学
」
行
き
の
直
行
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
夏
・
秋
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
中
は
運
休
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。）

 

　
二
　
武
蔵
野
大
学
の
歴
史 

―
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
と
「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
」

　
武
蔵
野
大
学
（
創
立
当
時
は
、
武
蔵
野
女
子
学
院
と
い
っ
た
）
は
、
大
正
十
三
年
に
東

京
都
中
央
区
築
地
に
あ
る
築
地
本
願
寺
境
内
に
関
東
大
震
災
救
護
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た

赤
十
字
病
院
の
救
護
所
跡
の
建
物
を
校
舎
と
し
て
創
立
し
、
昭
和
四
年
に
現
在
の
武
蔵
野

の
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
仮
名
の
古
典
で
有
名
な
「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
」
の
う
ち

の
二
冊
を
分
割
し
て
売
却
し
、
そ
の
費
用
で
新
し
い
校
舎
を
建
て
て
で
き
た
の
が
本
学
の

「
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
す
。
こ
の
三
十
六
人
集
の
分
割
売
却
に
あ
た
っ
て
は
い
ろ
い
ろ

な
議
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
事
柄
に
よ
っ
て
新
し
い
国
宝
指
定
の
制
度
が
で
き
た

と
い
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
短
大
が
で
き
、
昭
和
四
十
年
代
に
、
本
学
文
学
部
が
で
き
た
頃
の
教
授
が
有
名

な
土
岐
善
麿
・
亀
井
勝
一
郎
な
ど
で
し
た
。
書
道
で
は
仮
名
の
大
家
・
森
田
竹
華
が
特
任

教
授
と
し
て
、
教
鞭
を
と
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
、
竹
華
先
生
が
、
日
展
で
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
た
作
品
や
土
岐
先
生
の
書
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
本
学
を
紹
介
す
る
「
本
学
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
碑
」
草
稿
、「
武
蔵
野
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
書
と
美
術
と
の
合
作
等
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
書
道
学
会
会
員
書
作
展

の
折
帖
作
品
と
と
も
に
展
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
三
　
書
道
学
会
会
員
書
作
展
出
品
の
お
願
い 

ー
折
帖
・
半
紙
タ
テ
置
き
サ
イ
ズ
―

　
本
大
会
で
の
書
道
学
会
会
員
書
作
展
は
、
折
帖
と
す
る
た
め
、
出
品
作
品
サ
イ
ズ
は
、

半
紙
の
タ
テ
置
き
サ
イ
ズ
を
最
大
寸
法
と
し
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ズ
以
内
で
し
た
ら
短
冊
の

よ
う
に
幅
を
小
さ
く
し
た
り
、
形
を
正
方
形
に
し
た
り
扇
面
形
な
ど
に
し
て
も
結
構
で
す

が
、
作
品
の
ヨ
コ
の
寸
法
が
半
紙
ヨ
コ
サ
イ
ズ
よ
り
も
同
寸
か
必
ず
小
さ
く
し
て
頂
き
た

く
存
じ
ま
す
。
白
い
画
仙
紙
だ
け
で
は
な
く
、
き
れ
い
な
料
紙
や
い
ろ
い
ろ
な
色
の
染
紙

も
大
歓
迎
で
す
。
会
期
終
了
後
、
こ
の
折
帖
は
、
本
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
大
学

図
書
館
に
て
貴
重
書
と
し
て
収
蔵
予
定
で
す
。
会
員
書
作
展
へ
の
出
品
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
本
学
は
親
鸞
聖
人
を
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
の
宗
門
校
で
、
雪
頂
講
堂
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
学
は
文
学
と
能
楽
の
研
究
が
昔
か
ら
盛
ん
で
、
研
究

者
だ
け
で
は
な
く
、
芥
川
賞
な
ど
の
受
賞
作
家
や
そ
の
選
者
の
方
々
・
有
名
な
詩
人
・
歌

人
・
俳
人
な
ど
の
先
生
方
を
教
員
と
し
て
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
黒
井
千

次
・
秋
山
駿
・
那
珂
太
郎
先
生
の
よ
う
に
本
学
に
教
員
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
く
と
間
も

な
く
し
て
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
ら
れ
る
方
々
が
幾
人
も
輩
出
さ
れ
、
研
究
室
等
で
お
会

い
し
お
話
し
で
き
る
だ
け
で
と
て
も
光
栄
に
存
じ
ま
し
た
。

　
書
の
方
で
は
近
藤
富
枝
先
生
に
よ
る
、「
三
十
六
人
集
」
の
料
紙
を
再
現
す
る
よ
う
な
美

し
い
「
継
ぎ
紙
制
作
」
の
教
室
や
、
か
つ
て
十
二
単ひ

と
え・
衣
冠
束
帯
を
実
際
に
学
生
が
装
着

し
て
み
る
よ
う
な
夢
の
よ
う
な
授
業
も
あ
り
ま
し
た
。
能
楽
の
方
で
は
、
雪
頂
講
堂
に
仮

設
舞
台
が
あ
り
、
本
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
の
野
村
万
作
・
山
本
東
次
郎
な
ど
人
間

国
宝
に
よ
る
狂
言
講
座
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
学
に
お
け
る
著
作
権
問
題
と
い

う
と
、
こ
の
件
に
と
て
も
詳
し
い
前
文
学
部
長
の
三
田
誠
広
先
生
が
お
ら
れ
、
先
生
の
在

職
中
、
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
　
四
　
書
道
三
学
会
・
伝
統
文
化
鑑
賞
会
及
び
懇
親
会
へ
の
お
誘
い

　
今
回
、
本
学
に
あ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
・
ピ
ア
ノ
と
、
謡
と
小
鼓
の
音
色
を
お
聞
き
い

た
だ
き
た
く
、
短
い
時
間
で
す
が
「
伝
統
文
化
鑑
賞
会
」
を
、
書
道
学
会
終
了
後
、
雪
頂

講
堂
に
ご
移
動
い
た
だ
き
、
三
学
会
合
同
懇
親
会
の
す
ぐ
前
に
催
す
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
参
加
頂
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
九
月
十
二
日
、
武
蔵
野
大
学
（
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
武
蔵
野
大
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い

武
蔵
野
大
学
（
令
和
八
年
度
開
催
大
学
）
　
廣
　
瀨
　
裕
　
之
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全国大学書道学会 第68回 令和8年度（武蔵野）大会 開催要項（第1次案内）
下記の要領で、全国大学書道学会 第68回 令和8年度（武蔵野）大会を開催します。

ふるってご参加、研究発表のご応募、会員書作展へのご出品をいただきたくご案内申し上げます。

１）主　　催	 全国大学書道学会
２）開催大学	 武蔵野大学
３）開 催 日	 令和8（2026）年9月12日（土）
４）大会会場	 武蔵野大学　武蔵野キャンパス（〒202-8585 東京都西東京市新町一丁目1番20号）
５）参 加 費	 3,000円	 ＊研究発表者は無料
			   ＊準会員（大学院生）は無料
			   ＊会員の関係する大学の学生（学部生）の聴講も可
	 （聴講無料。但し、会員は、事務局宛に事前申請をすること）
６）日　　程	 （予定＊発表件数により変動する場合があります。）
	   9：30　　　　　　受付（1号館アーケード）
	   9：30 ～ 10：30　 開会式・総会（1号館1階1102教室）
	 10：30 ～ 12：10　 研究発表（1）
	 12：10 ～ 13：10　 昼食
	 13：10 ～ 14：50　 研究発表（2）
	 15：00 ～ 16：20　 大会記念講演
	 16：30　　　　　　閉会
７）研究発表の募集
　大会における研究発表を希望する会員（準会員を含む）は、下記を確認の上、発表要旨を期日までに郵送
またはE-mail添付ファイルにて事務局長宛にお送りください。内容は未発表のものに限ります。なお、共
同研究の場合、発表者以外の方が会員でない場合も発表は可能です。研究発表は、発表用レジュメ・パワー
ポイント等を利用して行っていただきます。発表用レジュメ（100部）は、9月4日（金）必着にて開催大学担
当者宛に送付願います。

①発表要旨
・要旨には、研究の意義・ねらい、方法、結論等を簡潔に記してください。
・�体裁：word文書A4標準設定、縦置き縦書き、上下2段組。1段は、縦33字、横23行、10.5ポイント。

書式はホームページ（http://all-shodo.jp）の「会員への情報」からもダウンロードできます。
・�要旨は上段に記載し、最初の4行に、タイトル、所属機関名及び役職・発表者氏名（共同研究の場合

は全員）を記し、本文は500字以上627字（19行）以内、全23行以内としてください。
・下段には、発表者氏名、郵便番号、住所、電話（FAX）番号、E-mailアドレスを付記してください。

②申込締切	 6月30日（火）必着
③送 付 先	 〒184-8501 東京都小金井市貫井北町4-1-1　東京学芸大学 芸術・スポーツ科学系
		 Tel＆Fax 042-329-7258 　e-mail ykusatsu@u-gakugei.ac.jp
� 全国大学書道学会　事務局長 草津 祐介 宛

８）学会誌への投稿
・�研究発表後に、学会誌へ投稿される場合には、連絡先を明記した別紙とともに、完成原稿（3部）を

2027年2月1日（月）必着にて学術局長宛に送付してください。
	 【原稿送付先】 〒247-8512 神奈川県鎌倉市大船6-1-3　鎌倉女子大学短期大学部
	�  全国大学書道学会　学術局長 杉山 勇人 宛
	 ※�必ず書留またはレターパック等の配達記録便を利用し、原稿及び別紙の連絡先（氏名、郵便番号、

住所、電話（FAX）番号、E-mailアドレス）を郵送してください。
・�大会における研究発表を経ずに、学会誌へ「論文」「その他の原稿」を投稿する場合は、2026年11月

30日（月）必着にて学術局長宛にそれぞれの原稿の要旨を送付してください。原稿の要旨は、本学会
ホームページ上の「会員への情報」内にある「研究発表要旨」を使用してください。学術局内での審議、
常任理事会での承認を経た上で、投稿の可否を連絡します。

	 【要旨送付先】 全国大学書道学会　学術局長 杉山 勇人 宛（sgym-hyt@kamakura-u.ac.jp）
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９）会員書作展
　会員作品展を以下の通り開催いたします。ふるってご出品ください。
　詳細は、別紙または学会ホームページ掲載の出品要項をご覧ください。

（1）会　　期	 令和8年9月11日（金）～ 9月13日（日）　9：00 ～ 17：00（初日は10：00 ～）
（2）会　　場	 武蔵野大学 武蔵野キャンパス5号館1階クリエイティブ・ラーニングスクエア
	 （正門入ってすぐ右側の建物）

（3）協 賛 費	 5,000円
（4）作品規格	 「全国大学書道学会会員書作展出品要項」にてご確認ください。
（5）内　  容	 自由
（6）送付期日	  7月10日（金）必着厳守　※協賛費を払込の上、作品、出品票を同封のこと
　　＊�なお、協賛費は郵便振替口座払い込みとなります。今回同封の払込取扱票（赤色）を使い、年会費と

併せて払い込んでください。
10）大会記念講演	 講師　古谷　稔　先生（東京国立博物館名誉館員）
		  演題　「會津八一ならびに田邊古邨が切り拓いた漢字仮名交じり書」（仮題）

※書道三学会開催にあわせて、本学会大会終了後に以下の催しが行われます。
◆伝統芸能鑑賞会（パイプオルガン・ピアノ、小鼓・謡）

日時：9月12日（土）17：10 ～ 18：10
場所：武蔵野大学武蔵野キャンパス雪頂講堂（6号館1階）
会費：無　料

◆三学会合同懇親会
日時：9月12日（土）18：20 ～ 20：20
場所：武蔵野大学武蔵野キャンパス6号館地下食堂
会費：5,000円（仮）

11）理事会【オンライン開催】
日時　9月6日（日）　19：00 ～ 20：30　※役員、常任理事、理事の皆様には別途詳細を連絡いたします。

12）大会会場への交通・宿泊・昼食について
◎武蔵野大学　武蔵野キャンパスへのアクセス
　JR中央線	 吉祥寺駅　北口1番乗場よりバス15分「武蔵野大学」下車すぐ
	 三鷹駅　　北口3番乗場よりバス10分「武蔵野大学」下車すぐ
	 武蔵境駅　北口3番乗場よりバス  7分「武蔵野大学」下車すぐ
　京王井の頭線	 吉祥寺駅　北口1番乗場よりバス15分「武蔵野大学」下車すぐ
　西武新宿線	 田無駅　徒歩15分
	 北口5番乗場よりバス5分「至誠学舎東京前」下車 徒歩5分
　西武池袋線	 ひばりヶ丘駅　南口1番乗場よりバス20分「至誠学舎東京前」下車 徒歩5分
◎宿泊について　宿泊先の紹介はしておりません。早めにご手配ください。
◎昼食について　昼食は各自ご手配ください。

［お問い合わせ先］
・研究発表、学会に関するお問い合わせ

全国大学書道学会事務局（草津祐介／東京学芸大学／ykusatsu@u-gakugei.ac.jp／042-329-7258）
・大会に関するお問い合わせ

開催大学担当（廣瀨裕之／武蔵野大学／E-mail：h_hirose@musashino-u.ac.jp）
�

本学会と併せて、下記の学会が開催されます。（参加費は、それぞれ別扱いです）
日時、会場等の詳細は各学会から送付される開催要項をご参照ください。
　日本教育大学協会全国書道教育部門　 9月11日（金） 13：00 ～ 16：30
　全国大学書写書道教育学会　　　　　 9月13日（日）   9：30 ～ 16：30
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本
年
度
よ
り
副
理
事
長
お
よ
び
学
術
局
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、
鎌
倉
女
子
大
学
短
期
大

学
部
の
杉
山
で
す
。
こ
れ
ま
で
本
学
会
で
は
事
務
局
を
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
協
力
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
深
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
永
由
理
事
長
、
小
川
副
理
事
長
を
補
佐
し
つ
つ
、
微
力
な
が
ら
学

会
運
営
に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
本
学
会
は
、
日
本
教
育
大
学
協
会
書
道
教
育
部
門
、
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
と

と
も
に
「
書
道
三
学
会
」
と
し
て
大
会
・
事
業
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
教
育
分
野

で
は
、
書
写
・
書
道
を
「
文
字
文
化
」
と
し
て
枠
組
み
を
広
く
捉
え
直
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
書
道
に
関
す
る
研
究
の
充
実
と
発
展
」
を
目
的
と
す
る
本
学
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
研
究
領
域
を
よ
り
広
く
、
よ
り
深
く
捉
え
直
し
、
社
会
と
の
連
携
を
い
っ
そ
う
強
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
文
字
文
化
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
で
私
自
身

も
日
々
の
仕
事
に
生
成
Ａ
Ｉ
が
手
放
せ
な
く
な
り
、
紙
の
書
籍
を
読
む
機
会
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
広
く
古
典
か
ら
学
び
、
創
作
へ
と
昇
華
す
る
書
の
制
作
過
程
は
、
人
工
知
能

の
組
み
合
わ
せ
的
創
造
性
と
親
和
性
が
高
い
領
域
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
書
は
大
き
な
変
化

を
迫
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
現
時
点
で
の
生
成
さ
れ
た
創
作
物
は
、
ま
だ
私
た
ち
を
脅
か
す

段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
が
て
訪
れ
る
そ
の
時
代
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
手
書
き
文
字
や
毛
筆
の
文
化
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
を
「
対
立
軸
」
と
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
積
極
的
に
抱
え
込
み
、「
書
く
こ
と
」
の
本
質
や
書
の
芸
術
性
を
再
構
築
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
学
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
研
究
・
開
発
の
最
前
線
で

あ
る
と
思
う
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
引
き
続
き
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
研
究
の
蓄
積
に
学
ぶ

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
新
た
な
価
値
観
の
提
示
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
挑
む
こ
と

も
、
私
た
ち
学
会
の
責
務
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
変
革
の
時
代
を
と
も
に
歩
む
皆
様
の
お
知
恵
と
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

学
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご 

挨 

拶

鎌
倉
女
子
大
学
短
期
大
学
部
　
杉
　
山
　
勇
　
人

役
員
一
覧（
令
和
八
年
度
～
九
年
度
）
及
び
新
任
役
員
あ
い
さ
つ

臨
時
総
会
の
結
果
、
今
期
の
役
員
一
覧
は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。
新
任
の
副
理

事
長
・
常
任
理
事
・
理
事
に
ご
研
究
活
動
等
、
近
況
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
　
与	
野
中 
浩
俊	

（
新
潟
大
学
名
誉
教
授
）

	

竹
之
内 
裕
章	

（
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
）

会
　
長	

横
田 

恭
三	
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

副
会
長	

柿
木
原 

く
み	
（
相
模
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

	

神
野 

雄
二	

（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）

理
事
長	

永
由 

徳
夫	

（
群
馬
大
学
）

副
理
事
長	

小
川 

博
章	

（
淑
徳
大
学
）

	

杉
山 

勇
人	

（
鎌
倉
女
子
大
学
）

常
任
理
事

【
事
務
局
】	

草
津 

祐
介	

（
東
京
学
芸
大
学
）

	

城
間 

圭
太	

（
東
京
学
芸
大
学
）

【
学
術
局
】	

杉
山 

勇
人 

※
兼
任	

（
鎌
倉
女
子
大
学
）

	

井
田 

明
宏	

（
安
田
女
子
大
学
）

【
編
集
局
】	

草
津 

祐
介 

※
兼
任	

（
東
京
学
芸
大
学
）

	

佐
々
木 

佑
記	

（
五
島
美
術
館
）

【
企
画
局
】	

小
川 

博
章 

※
兼
任	

（
淑
徳
大
学
）

	

関
　 

俊
史	

（
二
松
学
舎
大
学
）

【
会
計
局
】	

柳
田 

さ
や
か	

（
島
根
大
学
）

理
事
（
各
局
担
当
）

【
事
務
局
】	

藤
森 

大
雅	

（
大
東
文
化
大
学
）

【
学
術
局
】	

見
城 

正
訓	

（
静
岡
大
学
）

	

松
尾
　 

治	

（
専
修
大
学
）

【
編
集
局
】	

金
　 

貴
粉	

（
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
）

【
企
画
局
】	

早
川 

桂
央	

（
相
模
女
子
大
学
）

【
会
計
局
】	

小
林 

比
出
代	

（
信
州
大
学
）

○○○○○

理
事
（
地
区
担
当
）

［
北
海
道
・
東
北
］

	

土
井 

伸
也	

（
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
）

［
関
東
］	

香
取 

潤
哉	

（
跡
見
学
園
女
子
大
学
）

［
関
東
］	

権
田 

瞬
一	

（
二
松
学
舍
大
学
）

［
関
東
］	

徳
泉 

さ
ち	

（
日
本
大
学
）

［
中
部
］	

角
田 

勝
久	

（
新
潟
大
学
）

［
近
畿
］	

出
野 

文
莉	

（
大
阪
教
育
大
学
）

［
近
畿
］	

萱 

の
り
子	

（
奈
良
教
育
大
学
）

［
中
国
・
四
国
］

	

谷
口 

邦
彦	

（
安
田
女
子
大
学
）

［
中
国
・
四
国
］

	
森
上 
洋
光	

（
四
国
大
学
）

［
中
国
・
四
国
］

	

東
　 

賢
司	
（
愛
媛
大
学
）

［
九
州
］	

瀬
筒 

寛
之	

（
鹿
児
島
大
学
）

監
事	

中
村 

史
朗	

（
滋
賀
大
学
）

	

山
口 

恭
子	

（
法
政
大
学
）

�

○
は
局
長
　
傍
線
は
新
任

今
期
よ
り［
北
海
道
］［
東
北
］を［
北
海
道
・

東
北
］に
、［
中
国
］［
四
国
］を［
中
国
・
四
国
］

に
再
編
。
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本
年
度
よ
り
常
任
理
事
（
事
務
局
）
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
城
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
生
時
代
よ
り
、
地
元
沖
縄
に
伝
わ
る
中
国
の
書
跡
に
興
味
を
持
ち
、
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
江
戸
時
代
の
文
人
が
中
国
書
跡
を
い
か
に
収
蔵
し
、
そ
の
書

法
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
引
き

続
き
資
料
の
収
集
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
二
〇
一
六
年
よ
り
中
国
へ
留
学
し
、
中
国
美
術
学
院
修
士
課
程
、
二
〇
一
九

　
研
究
内
容
及
び
関
心
の
あ
る
領
域
に
つ
い
て

東
京
学
芸
大
学
　
城
　
間
　
圭
　
太

　
本
年
度
よ
り
企
画
局
の
常
任
理
事
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
所
多
々
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
が
、
何
卒
御
指
導
御
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
中
国
書
学
・
書
道
史
、
特
に
中
国
六
朝
か
ら
隋
唐
の
書
論
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。

書
論
と
は
、
書
に
関
し
て
論
じ
た
文
で
あ
り
、
そ
の
研
究
を
通
し
て
、
書
が
ど
の
よ
う
に

確
固
た
る
位
置
を
獲
得
し
、
文
化
史
上
で
機
能
し
た
か
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
書
の
価
値
づ
け
、
貴
族
の
価
値
観
と
書
論
の
形
成
、
皇
帝
権
力
と
書
の

関
係
性
と
い
っ
た
視
点
か
ら
拙
文
を
発
表
し
て
参
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
唐
太
宗
の
王
羲

之
評
価
は
自
身
の
政
治
的
理
想
と
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
ま
し
た
（『
六
朝
學
術
學

會
報
』
二
十
三
集
）。
ま
た
、
庾
肩
吾
「
書
品
」
は
、
当
時
の
貴
族
の
価
値
観
に
即
し
て
書

の
評
価
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
ま
す
（『
書
学
書
道
史
研
究
』
二
十
八
号
）。

　
最
近
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
発
し
て
、
書
の
内
面
性
、
思
想
形
成
は
い
か
な

る
過
程
を
経
て
な
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
れ
を
「
心
正
則
筆
正
」
を
例
に
唐
以
降
の
書
論
も

射
程
に
し
つ
つ
考
え
て
お
り
ま
す
（『
大
学
書
道
研
究
』
十
七
号
）。
最
終
的
に
は
書
が
現

在
に
至
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
思
想
性
を
得
て
き
た
か
を
論
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
文
化
史
上
で
書
が
ど
う
機
能
し
、 

�

位
置
づ
け
ら
れ
か
を
思
想
的
に
考
究
す
る

二
松
学
舎
大
学
　
関
　
　
　
俊
　
史

　
こ
の
度
、
常
任
理
事
（
学
術
局
）
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
安
田
女
子
大
学
の
井
田
で

ご
ざ
い
ま
す
。
本
会
の
発
展
、
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
後
漢
時
代
の
通
行
書
体
に
つ
い
て
調
べ
て
お
り
ま
す
。
き
っ
か
け
は
大
学

二
年
の
春
、
台
東
区
立
書
道
博
物
館
で
目
に
し
た
鎮
墓
瓶
で
し
た
。「
八
分
全
盛
の
時
代
に

お
い
て
、
後
世
の
行
書
の
よ
う
な
も
の
が
当
時
の
人
に
書
け
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑

問
が
浮
か
び
、
以
来
、
後
漢
時
代
の
肉
筆
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
楷
書
・
行
書
の
淵

源
を
探
る
べ
く
書
法
分
析
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
近
頃
は
後
漢
時
代
中
期
の
書
写
と
さ
れ
る
長
沙
五
一
広
場
東
漢
簡
牘
に
注
目
し
て
い
ま

す
。
楷
書
や
行
書
の
雛
型
が
文
書
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
様
を
見
る
と
、
現
代

の
私
た
ち
の
手
書
き
の
習
慣
と
ど
こ
か
似
て
い
る
よ
う
で
、
漢
代
の
人
々
に
親
近
感
を
感

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
複
雑
な
書
体
変
遷
を
紐
解
く
手
が
か
り
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
調
査
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
楷
書
・
行
書
の
淵
源
を
求
め
て

安
田
女
子
大
学
　
井
　
田
　
明
　
宏

年
か
ら
は
浙
江
大
学
博
士
課
程
に
て
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。
現
地
で
の
学
修
を
通
じ
て

「
法
帖
」
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
銭
泳
と
い
う
、
多
く
の
刻
帖
の
刊
行
に
関
わ
っ
た

人
物
を
中
心
に
、
清
代
の
刻
帖
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
博
士
課
程
で

は
演
習
形
式
の
授
業
が
多
く
、
苦
労
も
い
た
し
ま
し
た
が
、
先
生
方
や
現
地
の
学
生
に
よ

る
文
献
・
画
像
資
料
等
の
収
集
お
よ
び
そ
の
活
用
の
方
法
を
目
の
当
た
り
に
し
、
貴
重
な

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
学
会
で
は
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
に
ご
批
正
を
賜
り
ま
す
と
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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『
書
の
古
典
と
理
論 

改
訂
版
』
好
評
発
売
中
！

全国大学書道学会 編
定価：2200円
A4判、184頁、四色刷り
ISBN978-4-8138-0266-2

「
古
典
編
」「
理
論
編
」「
資
料
編
」

の
３
編
で
構
成
さ
れ
た「
書
」

の
総
合
テ
キ
ス
ト
。
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
で
、巻
末
に
切
り
離
し

可
能
な
原
寸
大
の
「
臨
書
の

た
め
の
中
国
・
日
本
名
跡
集
」

を
添
付
。

　昨年度の信州大会より、本学会では、若手会員（第２条　本規程における「若手会員」と
は、大会開催年度に満30歳以下の者を指す。）が研究発表をする際の旅費を補助する制度を設
けております。詳細及び申請に必要な書類は学会ホームページに掲載の通りです。学会ホー
ムページ（https://all-shodo.jp/member.html）をご確認ください
　また、昨年度より、研究発表者、準会員（大学院生）の大会参加費は無料としています。
さらに、会員の関係する大学の学生（学部生）の聴講も無料としています。（ただし、事前に
事務局に申請をする必要があります）
　会員、準会員の皆様の積極的な発表、学会への参加をお待ちしております。
　不明点は、事務局・草津（ykusatsu@u-gakugei.ac.jp）までお問い合わせください。

若手会員が研究発表する際の旅費補助
及び大学院生、学部生の大会参加費について

　
こ
の
度
、
理
事
を
拝
命
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
僭
越
な
が
ら
、
近
況
を
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
の
研
究
は
、
近
代
日
本
書
道
史
お
よ
び
日
中
台
の
書
道
交
流
史
を
軸
と
し
つ
つ
、

近
年
は
「
書
道
と
産
学
官
連
携
」「
書
道
科
教
育
・
教
材
研
究
」
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
昨
年
令
和
七
年
に
創
立
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
女
子
大
学
で
す
。
前

任
の
横
田
恭
三
先
生
が
築
か
れ
た
書
道
教
育
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
る
べ
く
現

在
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
な
か
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
地
域
と
の
協
働
で
す
。
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
る
文
京
区
や
埼
玉
県
新
座
市
を
は
じ
め
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
、
書
を
通
じ

て
世
代
や
国
籍
を
超
え
た
交
流
の
場
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
学
生
が
主
体
的
に
関
わ
り

な
が
ら
、
書
を
通
し
て
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
育
む
機
会
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
前
職
の
高
校
教
員
時
代
よ
り
取
組
ん
で
き
た
教
材
研
究
で
も
、
教
科
や
領
域
を
越
え
た

視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
実
践
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
微
力
な
が
ら
、
学
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
書
道
研
究
・
教
育
の
現
場
か
ら

跡
見
学
園
女
子
大
学
　
香
　
取
　
潤
　
哉
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年会費納入のお願い

　本学会の年会費について、同封の払込取扱票（赤色）により、７月８日（水）までに納入くださるよう、
お願いいたします。

　〈昨年度まで完納されている会員〉
＊年会費は、会員6,000円、準会員（大学院生）5,000円です。準会員は、大学院修了後、会員資格として
取り扱います。（但し、大学院修了とともに退会を希望する場合は、必ず推薦者の了承のもと、事務局
に退会を申し出てください。）

　〈昨年度までに未納分がある会員〉
＊未納分のある方には、その旨を記載した「払込取扱票」を同封しておりますので、そちらで本年度分と
合わせて納入ください。

　〈次年度に長期会員優遇措置の適用を希望される会員〉
＊本年度64歳を迎え、かつ本年度までの会費（10年分以上）を完納された方は、次年度３万円一括納入
により終身会員扱いとなり、その後の会費納入が免除されます。希望される場合は、「払込取扱票」の
所定欄にご記入の上、会費を納入ください。

　〈長期会員優遇措置が適用された会員〉
＊昨年度までにご申告いただき適用が認められた方には、「返信はがき」「払込取扱票」のいずれかまたは
双方を同封しておりますので、そちらの記載に基づきご対応ください。申告済みにもかかわらずその
記載がない方は、速やかに下記へお申し出ください。

■口座番号　00110–9–613810　　　■加入者名　全国大学書道学会
〈全国大学書道学会　会計局〉　�〒690-8504　松江市西川津町1060�

島根大学 教育学部　柳田さやか�
TEL／FAX　0852-32-6277　　E-mail yanagida@edu.shimane-u.ac.jp

　全国大学書道学会は、「書道に関する研究の充実と発展につとめ、会員相
互の親睦をはかることを目的」（規約第３条）とし、第４条に定める、書道に
関する研究発表や学会誌の発行、講演会や展覧会、その他研修旅行などを実
施しています。
　入会希望の方、入会希望者をご紹介いただける方は、本学会ホームページ
（https://all-shodo.jp）をご参照いただき、ホームページ掲載の入会申込書を
記入の上、お申込みください。入会申込書は、ホームページからダウンロー
ドできます。（右QRコードから接続できます。）

全国大学書道学会規約（抜粋）

第２条
本会は、会員と準会員によって構成する。
会員は、国公私立大学の書道を専門とする教員、及び本会の目的に賛同する者とする。
大学院生は、準会員とする。
なお、大学院在籍者、及び本会の目的に賛同して入会を希望する者は、会員の推薦を受け、常任理事
会の承認を経なければならない。
第10条
会員の会費は、年額6,000円、準会員の会費は、年額5,000円とする。
ただし、会費未納の場合は、除名することがある。
前年度までに満64歳に達した会員のうち、前年度までに発生した会費（10年分以上）を完納した者は、
３万円を一括納入した場合、以降の会費納入を免除する。

新入会員募集

QRコードをよみとると
入会申込書のページに
接続します。
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